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議 会 報 告 会 を 開 催 し ま し た
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岡田 和則
監査委員

資料はこちらから

【今後の定例会開会予定日】９月定例会：９月７日（水） 　12 月定例会：12 月７日（水） 　２月定例会：令和５年（2023 年）２月８日（水）
 ※開会予定日は、変更となる場合があります。

　　5月臨時会では、市長提出議案として、専決処分承認議案２件を承認、補正予算議案１件を　

　　可決しました。

　　６月定例会では、議長、副議長選挙および議会選出の監査委員の選任について同意したほか、

　　各常任委員会等の委員構成が決定しました。また19 名の議員が一般質問を行いました。

　　市長提出議案として、条例関係議案３件、補正予算議案２件、その他議案６件を可決、

　　教育委員会委員の任命議案および公平委員会委員の選任議案に同意しました。

　　陳情２件を採択、陳情１件を不採択としました。

　

　5 月臨時会／本会議（５/16）　　　　　　　

　　　　　　　教育福祉常任委員会（５/16）

　　　　　　　総務常任委員会（５/16）　　　　　　　　　　

　6 月定例会／本会議（6/ ８～ 10、13）                

                                                                       　　　　

　　　　　　　各常任委員会（6/15 ～ 17、20、27）   

                  　本会議（６/28）　　　　　　　　　 

議案上程、委員長報告、採決   　　（４面）

議案審査

議案審査

議長・副議長等新役員の決定、

一般質問、議案上程、採決 （１・２・4 面）

議案、請願・陳情審査等 　　　　　（３面）

委員長報告、採決　　　　　　（３・４面）

映像はこちらから　

大船学習センター（対面） 鎌倉市役所（対面） 鎌倉市役所（オンライン）

議長・副議長・監査委員、常任委員会等の委員が決まりました

議会からの政策提言について

　　６月８日の本会議において議長・副議長の選挙を行いました。

　　議長選挙は、前川綾子議員が 13 票、中村聡一郎議員が 11 票、無効　

　票が１票であり、前川綾子議員が議長に選出されました。

　　副議長選挙は、高野洋一議員が 17 票、大石和久議員が１票、無効票

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年(2022年)５月臨時会(５月16日)　　　　　

令和４年(2022年)６月定例会(６月８日～28日)

議会新役員、常任委員会等の委員構成が決定

　はじめて参加しました。今後また参加しようと思いました。多

　くの市民への周知を努力して下さい。

　今回のような意見聴取会、市民に向けた説明会などの広報も、

　全て市でやるのではなく、市民の手を借りるのもいいと思います。

　意見はお伝えしたが、せっかくなので同席だった議員の方々や、

　市民の方々のお考えもうかがいたかったです。あと 30 分あっ

　てもよさそうです。

　グループワークは大きな意見の相違もなく、同じ考えを持って　

　いる人が、やはり多いのだと感じた。

　時間的に少ないと感じます。議会報告への質問や意見も含めて   　　　　

　せっかくの機会です。ご検討ください。

　このような機会をより多く提供していただきたい。議員との意    

　見交換の時間をもう少し長くしていただきたい。

　議会が市民に遠い存在になっていることから、議会の動きを周　

　知する方法を工夫してほしい。

　平日開催の検討もお願いします（鎌倉は自営業、サービス業の　　

　方が多いので）。

　日頃、思っていることを話させていただいて、いろんな方のお

　話を聞けて参考になりました。

　令和 4年（2022年）５月21日（土）に大船学習センター第１集会室、22日（日）に鎌倉市役所議会全員協議会室にお
いて、対面およびオンラインで、議会報告会を開催しました。

　各常任委員会と一般会計予算等審査特別委員会の正・副委員長が、２月定例会での審査内容を報告し、その後、議員が
市民の皆様から「多世代をつなぐ地域コミュニティ」についてご意見を伺いました。２日間で計 22 名の方にご参加いた
だきました。

参加した方の感想（アンケートから抜粋）

●定例会等の主な動き

●定例会等の概要
・

・
　
・

・

が７票であり、高野洋一議

員が副議長に選出されました。

　 議 会 選 出 の 監 査 委 員 に

は、岡田和則議員が選任さ

れました。

　なお、常任委員会等委員

の構成は、右の表のとおり

決定しました。

　令和３年（2021年）11 月６日・

7 日に開催の議会報告会でテーマと

した「鎌倉市の防災」について、参

加した方々からご意見をいただきま

した。

　市民環境常任委員会において、い

ただいたご意見を踏まえ政策化に向

けた協議を行いました。

　その結果、「防災に関する情報提供

手段の拡充について」を議会からの

政策提言として、7 月 4 日に議長と

委員長から市長へ提言書を提出しま

した。
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※ゆめみらい=夢みらい鎌倉　ヴィジョン＝鎌倉のヴィジョンを考える会　公明党＝公明党鎌倉市議会議員団　日本共産党=日本共産党鎌倉市議会議員団
ネット＝神奈川ネットワーク運動・鎌倉　自民党＝自由民主党鎌倉市議会議員団　かわせみ＝鎌倉かわせみクラブ　鎌倉アプデ＝鎌倉アップデートチャレンジ

一般質問項目一覧
一般質問の録画中継
映像は、こちらから
ご覧いただけます▶

①　吉岡　和江（日本共産党）
　１　長寿社会の地域公共交通について
②　久坂　くにえ（ヴィジョン）
　１　居場所を中心とした子育て支援に
　　　ついて
　２　移動支援について
　３　人財育成について
③　児玉　文彦（公明党）
　１　防災・減災対策
④　竹田　ゆかり（かわせみ）
　１　市街化区域に緑地を残す取り組み
　　　について
　２　「教員の未配置問題」の解消に向
　　　けて
　３　小中学校の学習環境整備等につ
　　　いて
　４　「子どもの権利条約」の視点でみ
　　　た市の施策について
⑤　松中　健治（無所属）
　１　男子トイレのサニタリーボックス
　　　について
　２　最近の地震多発での警戒について
　３　ロシアのウクライナ侵攻で思う
　　　こと
　４　若者の孤独について

⑥　保坂　令子（ネット）
　１　地域共生社会の実現に向けた取組
　　　みについて
　２　指定管理者制度の運用について
　３　防災・減災の諸施策と立地適正化
　　　計画の防災指針
⑦　長嶋　竜弘（無所属）
　１　厚生労働省のデータ改竄について
　２　鎌倉市の新たなワクチン接種後死
　　　亡報告について
　３　ワクチンハラスメントとマスク
　　　ハラスメントについて
　４　新型コロナウイルス感染症対応地
　　　方創生臨時交付金の取扱について
　５　ＷＨＯパンデミック条約について
　６　Ｉ ＣＤＣについて
　７　コロナ飲み薬（モルヌピラビル）
　　　等の薬について
　８　ファイザー社の新型コロナワクチ
　　　ン有害事象（ＡＥＳＩ）等の副反
　　　応について
　９　マスク依存症について
⑧　くりはら　えりこ（かわせみ）
　１　まち美化行動計画に係る事業の実
　　　施状況について（ＳＤＧｓ目標
　　　11・12）
　２　セーフティネットの強化に対する
　　　予算について（ＳＤＧｓ目標３・
　　　４・10）
　３　国民保護法に基づく緊急一時避難
　　　施設について（ＳＤＧｓ目標 16）

⑨　志田　一宏（自民党）
　１　新型コロナウイルス感染症対応地
　　　方創生臨時交付金について
　２　市立中学校通学区域について
　３　谷戸ノ前隧道について
⑩　藤本　あさこ（鎌倉アプデ）
　１　わかりやすい制度の発信について
　２　青少年の居場所作りについて
　３　インクルーシブな場としての公園
　　　事業の進捗について
　４　この夏の海岸のクリーンな取り組
　　　みについて
　※　藤本あさこ議員は病気欠席のため、
　　　一般質問を実施しませんでした。
⑪　池田　実（ゆめみらい）
　１　鎌倉市社会基盤施設マネジメント
　　　計画について
　２　深沢地域整備事業の現状について
⑫　中里　成光（ゆめみらい）
　１　災害時協定について
　２　高齢者包括対応について
　３　自給自足エネルギーについて
　４　ごみ処理・ごみ減量について
　５　鎌倉市職員の働き方（健康経営）
　　　について
⑬　日向　慎吾（ゆめみらい）
　１　海の環境保全について
　２　通学路の安全安心について

⑭ 　千　一（無所属）
　１　福祉サービスを知らない方にもい
　　　きわたるように
　２　身体障がい者中心のグループホー
　　　ムについて
　３　指定管理について
⑮ 　納所　輝次（公明党）
　１　環境教育及びカーボンニュートラ
　　　ル達成に向けた学校施設のＺＥＢ
　　　化の推進について
　２　物価高騰等に対する学校給食費の
　　　取扱いについて
⑯ 　出田　正道（ヴィジョン）
　１　北鎌倉隧道について
　２　令和４年度第 21 回かまくら子ど
　　　も議会について
⑰　 後藤　吾郎（ヴィジョン）
　１　特殊詐欺被害の現状と対策
　２　がん患者に対する様々な支援につ
　　　いて
⑱ 　武野　裕子（日本共産党）
　１　職員数適正化計画と市民生活への
　　　影響
⑲　高野　洋一（日本共産党）
　１　鎌倉市内の企業（工場）における
　　　人権等の問題について
⑳　井上　三華子（ネット）
　１　小学校給食について
　２　子どものマスクのリスクについて
　３　かまくらプラごみゼロ宣言と子ど
　　　もへの環境教育について
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通
学
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の
安
全
対
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つ
い
て
、

次
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が
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ま
し
た
。

質
問
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通
学
路
の
安
全
点
検
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
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教
育
文
化
財
部
長
…
毎
年
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
、
通
学
路

合
同
点
検
と
し
て
、
道
路
管
理

者
、
交
通
管
理
者
、
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
委
員
な
ど
が
、
小

学
校
ご
と
に
改
善
要
望
の
あ
っ

た
場
所
を
実
際
に
歩
い
て
安
全

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
大
人
と
子
ど
も
で
は
目

線
が
違
い
、
見
渡
せ
る
範
囲

も
異
な
る
。
大
人
に
は
膝
の

高
さ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
子
ど

も
に
は
大
き
く
感
じ
、
わ
ず

か
な
段
差
や
側
溝
の
穴
も
障

害
に
な
る
。
子
ど
も
の
視
点

も
考
慮
し
て
通
学
路
の
危
険

箇
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
ら

よ
い
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

同
部
長
…
通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
、
小
学
校
３
年
生
の
社
会
科

の
授
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る

事
故
や
事
件
か
ら
町
を
守
る

働
き
に
つ
い
て
学
習
し
、
小
学

校
5
年
生
の
体
育
科
の
授
業

で
は
、
交
通
事
故
の
防
止
の
中

で
、
身
近
な
通
学
路
な
ど
を

題
材
に
し
な
が
ら
路
上
に
は
ど

の
よ
う
な
危
険
が
隠
れ
て
い
る

の
か
を
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
が

中
心
と
な
り
、
通
学
路
の
危
険

箇
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家

庭
に
周
知
し
た
り
、
通
学
路
の

安
全
点
検
に
利
用
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
視
点
で
見
る
こ
と
に

よ
り
初
め
て
分
か
る
危
険
箇

所
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
の
視
点
も
考
慮

し
た
通
学
路
の
安
全
点
検
を

進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問
… 

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
財
源
を
充

て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
が
、い
か
が
か
。

市
長
…
平
成
20
年
か
ら
交
通
管

理
者
、
道
路
管
理
者
、
教
育

関
係
者
、
保
護
者
な
ど
が
、
協

議
・
調
整
を
行
う
組
織
と
し
て
、

鎌
倉
市
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
等
交

通
安
全
対
策
協
議
会
を
設
置

し
て
、
通
学
路
の
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
協
議

会
に
は
、
毎
年
２
０
０
件
を
超

え
る
要
望
が
小
・
中
学
校
か
ら

提
出
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
信

号
機
の
改
良
、
横
断
歩
道
の

新
設
・
補
修
、
道
路
の
補
修
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
交
差

点
や
歩
行
空
間
の
カ
ラ
ー
化
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
・
速
度
お
と

せ
等
の
路
面
標
示
な
ど
で
、
要

望
の
改
善
は
所
管
す
る
関
係

機
関
が
、
地
元
と
調
整
を
行
い

実
施
し
て
い
る
。
市
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す

る
重
要
な
取
り
組
み
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
適
切
な
予
算

措
置
に
努
め
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。

市
立
中
学
校
通
学
区
域
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
… 
市
立
中
学
校
通
学
区
域

に
つ
い
て
、現
在
の
学
区
と
な
っ

　
た
の
は
い
つ
か
。

教
育
文
化
財
部
長
…
昭
和
58
年

に
鎌
倉
市
学
区
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
現
在
の
学
区
を
設

定
し
て
い
る
。

質
問
…
設
定
か
ら
か
な
り
年
数  

が
経
過
し
て
お
り
、
児
童
・
生

徒
数
の
変
化
に
対
応
し
た
学
区

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

同
部
長
…
現
行
学
区
の
設
定
当

時
と
比
較
す
る
と
、
児
童
・
生

徒
数
は
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
国
の
定
め
る
基
準
に

お
い
て
過
小
規
模
、
過
大
規
模

と
評
価
さ
れ
る
学
校
は
今
の
と

こ
ろ
な
く
、
通
学
距
離
や
地
域

の
一
体
性
な
ど
か
ら
み
て
、
現

在
の
学
区
は
お
お
む
ね
適
正
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
学
区
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
学
校
へ
の
通
学
距
離

や
安
全
性
に
加
え
、
学
校
の
収

容
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
学

区
を
設
定
し
て
い
る
。
学
区
の

見
直
し
を
行
う
際
に
は
、
鎌
倉

市
学
区
審
議
会
へ
諮
問
し
、
審

議
会
で
は
適
正
な
通
学
区
域

の
編
成
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

を
行
い
、
答
申
を
受
け
た
教
育

委
員
会
が
決
定
し
て
い
る
。

質
問
…
教
育
委
員
会
が
決
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い

く
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

考
え
る
。
学
区
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

教
育
長
…
学
区
を
設
定
す
る
際

は
、適
正
な
学
校
規
模
の
維
持・

確
保
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

充
実
し
た
教
育
機
会
の
確
保
、

適
正
な
通
学
距
離
、
通
学
の

安
全
性
の
確
保
、
学
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
の
維
持
・
発
展
な

ど
、
多
様
な
要
素
を
考
慮
し
て

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
、

学
校
施
設
の
改
修
・
整
備
の
在

り
方
を
検
討
す
る
鎌
倉
市
学

校
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
学
校
施
設
の
条
件

は
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り

得
る
。
必
要
な
学
区
の
見
直
し

が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

男
子
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
次
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
… 

膀
胱
が
ん
や
前
立
腺
が

ん
の
術
後
や
加
齢
等
に
よ
り
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
や
ペ
ー
パ
ー
パ
ン

ツ
が
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

男
性
は
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

が
数
少
な
い
こ
と
か
ら
、
外
出

時
に
対
処
で
き
ず
、
急
い
で
自

宅
に
帰
る
な
ど
、
つ
ら
い
経
験

を
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験

か
ら
、
男
子
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
る
こ

と
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
公
共
施
設

に
お
け
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
状
況
を
伺
い
た
い
。

環
境
部
長
…
小
・
中
学
校
を
除

く
市
の
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
６
月
６

日
時
点
で
は
、
男
女
共
用
を
含

む
男
性
用
ト
イ
レ
２
４
９
カ
所

中
31
カ
所
に
設
置
済
み
、
男

女
を
問
わ
ず
誰
も
が
利
用
で

き
る
み
ん
な
の
ト
イ
レ
77
カ
所

中
64
カ
所
に
設
置
済
み
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。

質
問
…
市
役
所
内
の
男
子
ト
イ
レ

の
個
室
に
は
、
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。

同
部
長
…
市
役
所
内
の
男
性
用

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。

質
問
… 

地
域
の
施
設
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
体
育
施
設
な

ど
、
障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施

設
の
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
設

置
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
福
祉
施
設
や

鎌
倉
体
育
館
、
大
船
体
育
館
、

武
道
館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
に
お
い
て
、
男
女
を
問
わ
ず

誰
も
が
利
用
で
き
る
み
ん
な

の
ト
イ
レ
を
除
い
て
、
男
性
用

ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
、
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
、
設
置
に
係
る
経
費

な
ど
の
課
題
を
整
理
し
、
な
る

べ
く
早
く
各
施
設
に
設
置
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。 

通
学
路
の

安
全
対
策

男
子
ト
イ
レ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ

い
て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
19

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内

容
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
全
文
は
、
８
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録

に
掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内  

 

「
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
立
中
学
校

通
学
区
域
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６
月
定
例
会
の
開
会
前
に
、
２

件
の
請
願
、
28
件
の
陳
情
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
陳
情

５
件
を
全
議
員
に
配
付
し
、
請
願

２
件
、
陳
情
23
件
を
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
陳

情
２
件
を
採
択
し
、
陳
情
１
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳

情
２
件
を
継
続
審
査
と
し
、
請
願

２
件
、
陳
情
18
件
を
議
決
不
要

と
し
ま
し
た
。

結
論
が
出
た
陳
情
の
要
旨
お
よ

び
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
鎌
倉
湖
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
の
立

ち
入
り
禁
止
措
置
解
消
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

行
政
、
近
隣
の
自
治
・
町
内
会

お
よ
び
関
連
す
る
各
種
団
体
の

連
携
の
下
、
ホ
タ
ル
の
保
護
育
成

に
よ
り
地
域
の
環
境
保
護
推
進

を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
の
台
風

第
19
号
の
被
害
に
よ
り
、
立
入
禁

止
と
な
っ
て
い
る
散
在
ガ
池
森
林

公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
早
急
な
修
復
工
事
を

求
め
る
も
の
で
す
。

建
設
常
任
委
員
会
、
本
会
議
と

も
に
総
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
し

ま
し
た
。

◇
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、

無
線
基
地
局
設
置
の
た
め
に
携

帯
電
話
会
社
に
市
有
地
を
貸
さ

な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

鎌
倉
市
佐
助
に
所
在
す
る
駐
車

場
に
お
い
て
既
に
２
基
の
携
帯
電

話
中
継
基
地
局
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら
、

隣
接
す
る
駐
車
場
に
新
た
に
基
地

局
を
設
置
す
る
計
画
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
は
既
に
設
置

さ
れ
て
い
る
２
基
の
基
地
局
か
ら
の

電
磁
波
に
四
六
時
中
さ
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
閑
静
な
住
宅
地
の
景

観
に
そ
ぐ
わ
な
い
基
地
局
が
近
接

し
て
３
基
も
立
つ
こ
と
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
者

で
あ
る
鎌
倉
市
が
携
帯
電
話
会
社

に
用
地
を
貸
与
し
な
い
よ
う
求
め

る
も
の
で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
、
本
会
議
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

◇
鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
指

定
議
案
に
関
し
て
選
定
さ
れ
た

事
業
者
の
法
令
遵
守
体
制
を
検

証
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
議
決
結
果

陳
情
の
議
決
結
果

請願・陳情について
市民の皆さまの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として

請願と陳情があります。 請願は１人以上の紹介議員の署名が必要ですが、陳情
は不要です。請願・陳情はいつでも受け付けていますが、直近の定例会で審査
を行うためには、 定例会が始まる日の前日が受付期限になって
います。

提出に当たっては、所定の様式がありますので、 議会事務局
までお問い合わせください。なお、様式は鎌倉市議会ホームペー
ジからダウンロードできます。

陳情第８号　地域住民の意向を尊重し、無線基地局設置のために携帯
電話会社に市有地を貸さないことを求める陳情
　陳情提出理由は、鎌倉市佐助に所在する駐車場に携帯電話中継基地局を新
たに設置する計画が示されたことを受け、地域住民は既に周辺にある２基の
基地局からの電磁波に不安を感じていること、また基地局は閑静な住宅地の
景観にそぐわないことから、鎌倉市に対し、携帯電話会社に市有地を貸さな
いことを求めるというものです。
　それに対して市の説明では、携帯電話会社から、地域住民および地元自治
会長を訪問して説明を行い、理解を得たとの報告があったとのことです。ま
た、この土地は行政目的を持たない普通財産であり、かつ事業内容が公共性
の高いものであることから、貸し付けを行う方向で検討してきましたが、地
元自治会が携帯電話会社に対して説明会の開催を要請しており、説明会にお
ける話し合いの状況等を踏まえて判断したいとのことです。
　委員会における議論では、市有地の貸し付けは慎重に行うべきであり、説
明会の経緯も見守りたいことから、「継続審査」にすべきとの意見がありまし
た。
　一方で、条例等（※）において、事業者に説明会の開催を求めることがで
きるのは地縁団体のみとされている規定に課題があること、また、地域住民
から相当数の署名を添えて陳情が提出された思いを受け止めるべきであるこ
と、さらに、設置予定場所は集合住宅に近接し、景観上の問題があることか
ら、「結論を出す」べきとの意見がありました。
　その後、多数により結論を出すこととし、継続審査を主張した委員も加わ
り採決が行われた結果、本陳情は総員の賛成により採択されました。
　　　  ※ 鎌倉市携帯電話等中継基地局の設置等に関する条例および同条例施行規則

総務常任委員会市民環境常任委員会

建設常任委員会 教育福祉常任委員会

６月20日開催
審査した内容（議案２件、陳情１件、報告事項６件）

６月 16 日開催 
審査した内容（陳情１件、報告事項５件）

報告事項　令和４年度の海水浴場について
　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度および令和３年度
は、海水浴場を開設していませんでしたが、市として海岸に近接する自
治・町内会および海の家を営業する海浜組合などと協議・検討を重ね、コ
ロナ禍における海水浴場の在り方や対策などをまとめ、合意に至ったこと
から、令和４年度は３年ぶりに海水浴場を開設することになったとのこと
です。
　開設する海水浴場は材木座、由比ガ浜および腰越の３カ所で、期間は
令和４年（2022 年）７月１日から８月 31日まで、開設時間は午前９時か
ら午後５時までとのことです。
　コロナ禍における開設に当たっては、①まん延防止等重点措置の実施
時または緊急事態宣言の発出時に神奈川県から要請があった場合は、速
やかに海水浴場を休場すること、②同措置の実施時または同宣言の発出
時には、県からの休場要請の有無を問わず、市および海浜組合連合会に
おいて対応の協議を行うこと、③各海の家は、新型コロナウイルス感染
症対策を徹底し、マスク飲食認証実施店の認証に努めること、④取り決
めに従わない海の家については、各海浜組合の規約に基づき罰則を科す
ることなどを自治・町内会および海浜組合との協議の上、必要な事項と
して確認したとのことです。
　また、令和４年度からの新たな取組として、
離岸流を検知する「海辺のみまもりシステム」
の導入（由比ガ浜海水浴場のみ）やドローン
を活用した監視業務を行う旨の報告がありま
した。
　委員会では、報告事項について了承されま
した。

議案第７号　指定管理者の指定について
　令和４年（2022年）10 月１日から令和９年（2027年）９月 30 日までの５年
間、鎌倉市生涯学習センター条例に定める鎌倉生涯学習センターほか５施設
の指定管理者として、「鎌倉ＣＩＴＹパートナーズ」を指定しようとするもの
です。
　選定に当たっては、鎌倉市生涯学習センター指定管理者選定委員会を設置
し、応募のあった２団体に対し書類審査、プレゼンテーションおよびヒアリ
ングを行い審議したところ、当該団体が指定管理者にふさわしいとの結論を
得たことから、教育委員会５月定例会の議論を経て選定されたとのことです。
　委員会では、一部委員から、「市民の要望や改善すべき点について、市とし
て行った努力が見えてこない」、「市民の利用実態に合わせた利用しやすい環
境をつくることが市の責任である」との意見が出されましたが、その後、採
決の結果、多数の賛成により可決されました。
議案第13号　業務委託契約の締結について
　鎌倉市立小・中学校冷暖房設備設置業務委託について、一般競争入札の結
果、株式会社二十一設計と契約を締結しようとするものです。
　その内容は、既に冷暖房設備を設置している大船中学校を除く小・中学校
24校の理科室、家庭科室、図工室等の専科教室や、視聴覚室、少人数教室など、
主に児童・生徒が学習等に利用する教室に冷暖房設備を設置するため、
工事に関する調査、設計、積算、施工、監理等の一切の業務を当該事業者に
一括して委託するもので、契約金額は20億 9770万円、契約期間は、仮契約の期
間も含め、令和４年（2022 年）６月８日から令和５年（2023 年）３月 31 日
までとのことです。
　委員会では、総員の賛成により可決されました。

６月 17 日開催
審査した内容（議案５件、陳情１件、報告事項 10 件）

６月 15日開催
審査した内容（議案２件、請願２件、陳情 21件、報告事項８件）

常任委員会
審査の一部を紹介します

散在ガ池森林公園せせらぎの小径

陳情第６号　鎌倉湖せせらぎの小径の立ち入り禁止措置解消
についての陳情
　本陳情の要旨は、行政、近隣の自治・町内会および関連する各種団体の連携の
下、ホタルの保護育成により地域の環境保護推進を図るため、令和元年の台風第
19 号の被害により、立入禁止となっている散在ガ池森林公園せせらぎの小径につ
いて、できるだけ早急な修復工事を求めるというものでした。
　市の説明によると、公園内の倒木や支障木への対応作業は、主に道路や住宅
周辺の箇所を優先的に進めてきたことから、利用者が限定的であった当該小径
は現在も立入禁止の状態であるとのことですが、今後は通行再開に向けて、令和４
年度に隣接の土地所有者との調整を行い、令和５年度には倒木の除去作業を実施、
さらに老朽化した木道については、部分的な修繕を行うとのことです。
　また、ホタルを観察するのは日没後であるため、閉園時間後の活動については、
ホタルを復活させるための具体的な
活動内容を聞いた上で、安全面を考慮
し、法令に沿った対応をしていきたい
とのことです。
　委員会では、「ホタルの保護育成と
いう有意義な活動を望むものであり、
小径を早めに修復すべき」などの意見
が出され、総員の賛成により採択され
ました。

新たに導入されたドローン
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集
後
記

●議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒 248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　E-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

※ 5 月臨時会では、市長提出議案 3 件、6 月定例会では、市長提出議案 14 件、陳情 3 件の採 決を行いました。
※下記以外の議案等への賛 否については、議会事務局へお問い合わせください。 

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要

と
す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
５

月
16
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、

市
長
か
ら
３
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
議
案
第
３
号
】

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
支
給
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
お
よ
び

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に
係
る

経
費
の
追
加
、
な
ら
び
に
小
学
校

運
営
事
業
に
係
る
経
費
の
減
額
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
12
億
９
９
４
７
万
６
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

６
８
５
億
２
５
０
４
万
円
と
な
り

ま
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か

ら
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
６
号
】

令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
議
決
し
た
史
跡
大
町
釈
迦

堂
口
遺
跡
崩
落
対
策
工
事
に
つ
い

て
、
場
内
資
機
材
運
搬
車
両
仮

設
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ル
ー
ト
変
更
に

伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
も

の
で
、
当
初
の
契
約
金
額
２
億
７ 

２
４
万
円
に
、
今
回
１
１
７
４
万 

９
１
０
０
円
を
増
額
し
、
変
更
後

の
契
約
金
額
を
、
消
費
税
額
お
よ

び
地
方
消
費
税
額
を
含
め
、
２
億 

１
８
９
８
万
９
１
０
０
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
７
号
】

鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ほ
か
５
施
設
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、
鎌
倉
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
代
表
団
体
、
相
鉄
企
業

株
式
会
社
） 

を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
13
号
】

鎌
倉
市
立
小
・
中
学
校
冷
暖
房

設
備
設
置
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会

社
二
十
一
設
計
と
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
消
費
税
額
お
よ
び

地
方
消
費
税
額
を
含
む
契
約
金

額
は
20
億
９
７
７
０
万
円
、
契
約

期
間
は
、仮
契
約
の
期
間
を
含
め
、

令
和
４
年
６
月
８
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

建
物
収
去
・
建
物
退
去
土
地
明

渡
請
求
事
件
の
一
部
被
告
ら
と
の

和
解
に
つ
い
て
【
議
案
第
14
号
】

鎌
倉
市
小
町
二
丁
目
１
番
地
７

に
隣
接
す
る
鎌
倉
市
が
所
有
お
よ

び
管
理
し
て
い
る
水
路
等
に
つ
い

て
、
建
築
物
に
よ
り
不
法
占
有
が

さ
れ
て
い
る
状
態
を
解
消
す
べ
く
、

建
物
所
有
者
お
よ
び
占
有
者
に
対

し
て
、
平
成
30
年
12
月
19
日
か
ら

行
っ
て
き
た
建
物
収
去
・
建
物
退

去
土
地
明
渡
を
求
め
る
裁
判
に
お

い
て
、
令
和
４
年
４
月
15
日
の
裁

判
手
続
時
に
、
横
浜
地
方
裁
判
所

か
ら
建
物
占
有
者
２
名
と
の
和
解

に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
５
月
25
日
付
で
裁

判
所
か
ら
市
に
送
付
さ
れ
た
和
解

条
項
案
を
受
け
入
れ
、
被
告
ら
と

和
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
８
号
】

鎌
倉
市
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
く
下
水
道

使
用
料
の
改
定
、
な
ら
び
に
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
規
定
の
整
備
等
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が

示
す
最
低
限
の
目
安
で
あ
る
、
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
月
額

１
５
０
円
が
平
均
と
な
る
よ
う
に

し
た
上
で
、
料
金
表
に
お
い
て
基

本
使
用
料
と
従
量
使
用
料
を
明

示
す
る
よ
う
改
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
議
案
第
10
号
】

障
害
者
雇
用
奨
励
金
、
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
用
地
賃
借
料
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
償
還
払

い
補
助
金
、
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
環
境
の
改
善
に
係
る
経

費
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策

に
係
る
経
費
お
よ
び
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
伴
う
経
費
の
追
加
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

と
も
に
１
億
５
１
７
２
万
２
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

６
８
６
億
７
６
７
６
万
２
千
円
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
増
額
す
る
経
費
の
一
部

に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

 

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
期

満
了
に
よ
る
後
任
者
と
し
て
、
引

  

例
年
に
な
く
早
い
猛
暑
と
梅
雨

明
け
で
ま
す
ま
す
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
熱
中
症
予

防
に
合
わ
せ
て
感
染
症
対
策
と
節

電
が
昨
今
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

鎌
倉
市
議
会
は
任
期
２
年
目
に

入
り
、
私
が
広
報
委
員
長
の
大
役

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
役
世
代
や
若
者
を
含
む
、

よ
り
多
く
の
方
が
市
政
を
身
近
に

全国市議会議長会表彰
5 月 25 日に開催された全国市議
会議長会第 98 回定期総会にお
いて、松中健治議員が議員在職
45 年以上の特別表彰を、中村聡
一郎議員が正副議長在職 4年以
上の一般表彰を受けました。

松中　健治
議員

中村　聡一郎
議員

《
市
長
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

補

正

予

算

補

正

予

算

6
月
定
例
会

5
月
臨
時
会

業
務
委
託
契
約
の
締
結

和
解
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更

《
人
事
案
件
》

教
育
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

条
例
関
係
議
案

指
定
管
理
者
の
指
定

き
続
き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の

賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

朝あ
さ
ひ
な
比
奈　

惠え
お
ん温
氏

（
山
ノ
内
在
住
）

任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
25

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小お

び

か
比
賀　

正ま
さ
よ
し義
氏

（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
27

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

感
じ
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
す
。

  

５
月
に
は
「
議
会
報
告
会
」
を

開
催
し
、
市
民
の
方
の
意
見
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
た
く
さ
ん
の
方
が
気
軽
に
参

加
で
き
、
か
つ
充
実
し
た
良
い
も

の
に
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

  

紙
面
の
ご
要
望
や
ア
イ
デ
ア
、

質
問
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 　
　
　
議
会
広
報
委
員　

             　
　
　
　

井
上
三
華
子

議決された主な議案等

※ 令和４年（2022 年）６月８日付で議長は中村聡一郎議員から前川綾子議員に交代。
※ 令和４年（2022 年）６月８日付で「夢みらい鎌倉」の代表者は日向慎吾議員、「鎌倉のヴィジョンを考える会」の代表者は中村聡一郎議員、「公明党鎌倉市議会議員団」の代表者は大石和久議員に変更。

○:賛成　ー ： 反対　

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

無　

所　

属

鎌

倉

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ

鎌
倉
か
わ
せ
み

ク

ラ

ブ

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

会 派 名

議 員 名
主 な 議 案 議 決 結 果

池
田　
　
実

中
里　
成
光

日
向　
慎
吾

前
川　
綾
子

久
坂　
く
に
え

後
藤　
吾
郎

出
田　
正
道

大
石　
和
久

児
玉　
文
彦

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

保
坂　
令
子

井
上　
三
華
子

森　
　
功
一

志
田　
一
宏

竹
田　
ゆ
か
り

く
り
は
ら　
え
り
こ

藤
本　
あ
さ
こ

岡
田　
和
則

千

一

く
り
林　
こ
う
こ
う

長
嶋　
竜
弘

松
中　
健
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　
聡
一
郎

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

夢
み
ら
い
鎌
倉

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する 2 人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委
員となることができます。

※◎は会派の代表者
※中村聡一郎議員（５月臨時会）および前川綾子議員（６月定例会）

は議長のため、採決には参加していません。

 可決

 可決

 可決

 可決

 可決

 可決

 可決

 不採択

 採択

 採択

第 3 号

第 7 号

第 6 号

第13号

第14号

第 8 号

第10号

第 4 号

第 6 号

第 8 号

5 月
臨時会

補正
予算

そ
の
他

6
月
定
例
会

条
例

予
算

陳
情

令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）

工事請負契約の変更について

指定管理者の指定について

業務委託契約の締結について

建物収去・建物退去土地明渡請求事件の一部被告らとの
和解について

鎌倉市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第３号）

鎌倉市生涯学習センター指定議案に関して選定された事業
者の法令遵守体制を検証することを求める陳情
鎌倉湖せせらぎの小径の立ち入り禁止措置解消について
の陳情
地域住民の意向を尊重し、無線基地局設置のために携帯
電話会社に市有地を貸さないことを求める陳情
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